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時津 啓（島根県立大学）
Ⅰ．はじめに
　筆者は教育哲学や教育思想史を専門としている。そのため、バッキンガム（David Buckingham）
のメディア教育に関する捉え方も、他のコメンテーターとは異なっているかもしれない。具体的
に言えば、日本のメディア（・リテラシー）教育はどうあるべきか。あるいはグローバルに展開
されるメディア（・リテラシー）教育の最新情報をレビューすることに筆者の関心はない。むし
ろ、一人のメディア教育学者であるバッキンガムが、イギリスという固有性を有する環境の中で
いかなるメディア教育を展開し、それにはどのような意味があるのか。ここにこそ、筆者の関心
はある。
　この立場からバッキンガムを捉えるならば、次のように言えよう。バッキンガムは、ウィリア
ムズ（Raymond Williams）やホール（Stuart Hall）などによって1980年代のイギリスで本格的に
発展するカルチュラル・スタディーズという思想的潮流をいち早く教育学的に受容した人物であ
る。さらに、サッチャーの時代に理論形成期を迎え、その後イギリスで実施されたメディア教育
─正確に言えばメディア研究ということになろうか─のカリキュラム化、インターネットの浸透
等に最前線で反応した人物であると言えよう。つまり、イギリスの政治・社会・経済的な状況に
応じて、彼の理論と実践は展開された。教育哲学的に捉えれば、最新の学問領域を教育的に受容
した人物であり、同時に教育思想史的に捉えれば、戦後イギリスの歴史的転換点（サッチャーの
時代）位置づく人物と言える。
　以上のような筆者の立場から今回の講演を捉えるならば、「当惑した（している）」というのが
正直なところである。すでに定期的に更新される彼のブログを見ている中で、その当惑は存在し
ていた。そして、今回の講演でその当惑はますます広がったと言えよう。なぜ当惑したのか。そ
れは、彼が「メディアに対する批判的思考（理解）」の重要性を強調したからに他ならない。な
ぜなら、彼自身も講演会におけるディスカッションの中で認めているように、一般的に彼は次の
ように理解されてきたからである。彼と同様にイギリスのメディア教育を牽引してきたマスター
マン（Len Masterman）がメディアに対する批判の重要性を唱えたのに対して、彼はその限界を指
摘し、メディア制作という生徒らによるメディア・コンテンツの制作の重要性を唱えていたから
である。この時期になって彼はなぜ「メディアに対する批判的思考（理解）」を唱えるようになっ
たのであろうか。それにはいかなる意図があり、それはいかなる意味をもつのか。論点を先取りす
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るならば、彼は考えを変えたのだろうか。それともそもそもバッキンガムを理解しようとする際、
メディア批判／メディア制作という認識枠組みで理解しようとすることに問題があるだろうか。
　本稿では、バッキンガムが講演で強調した「メディアに対する批判的思考（理解）」という概
念に焦点を当て、バッキンガムの理論展開にこの概念を位置づけ、その意味を検討する。結論を
先取すれば、彼のスタンス（考え）は一貫しており、本稿はより広義の視点から彼のメディア教
育論を捉えるべきことを明らかにする。
Ⅱ．バッキンガムによるメディア教育の展開
　バッキンガムの理論展開をどのように捉えるか。論者によって意見の分かれるところだろう。
講演会で筆者は10年区切りで整理する案を提示したが、議論の内容やバッキンガムと話す中で再
度整理する必要があると考えた。そこで、理論展開の契機となる著作や出来事の観点から、再度
整理し直す。
１．マスターマンとの論争という契機
　バッキンガムは1986年にScreen上でマスターマンと激しい論争を行った
（1）
。さらに、2010年に
モーゲンサーラ（Dee Morgenthaler）がマスターマンとバッキンガムに行ったインタビューの中
にも、双方がこの論争を取り上げており、双方の理論展開にとってこの論争は重要な意味があっ
たと考えられる
（2）
。バッキンガムに焦点を当てるならば、彼はこの論争を契機に、オーディエン
ス研究の受容に基づく、新たなメディア教育の教育実践を具体的に提示するようになる
（3）
。
　もちろん、マスターマンとの論争時から、生徒（児童）のメディアに対する自律性は説かれ、
生徒らがメディア・テキストを制作するメディア制作の教育は唱えられていた。むしろ、それこ
そマスターマンとの差異であった。しかし論争後、彼は現職の教員らと共同して、より具体的な
教育実践を実践し、検討するようになる
（4）
。
２．メディア教育理論の集大成としての『メディア教育』
　バッキンガムによるメディア教育理論の集大成が2003年に出版された『メディア教育』であ
る。この書は4部（理論的根拠、到達水準、メディアを学ぶ、新たな方向）で構成されている。
イギリスにおけるメディア教育の歴史、メディア教育の鍵概念、教育実践が体系的かつ緻密に検
討され、マスターマンのメディア教育論と並ぶ新たなメディア教育論を提示している。彼はカル
チュラル・スタディーズの受容、その教育学的援用としての学校教育における教育実践、そして
デジタルメディアの登場への対応を述べ、およそ30年の研究成果をまとめ上げている。そしてそ
れを手がかりに、今後の方向性を探究している。
　このような理論的思索は『メディア教育』の他にも、同時期に書かれた『子ども期の終わりの
後で』『ポピュラー文化を教える』『市民を作る』でも展開している。
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３．新たなメディア状況への対応
　2010年以降、バッキンガムはソーシャルメディアの浸透をはじめとした新たなメディア状況へ
それ以前にまとめ上げた理論を当てはめ、更新を図り始めている
（5）
。具体的に言えば、学校教育
という枠組みを離れ、デジタル資本主義、消費主義といった社会全般へ視野を広げて理論を更新
している。
　もちろん、このことは『メディア教育』の最終章が「新たな学びの場所」であり、その最終節
が「脱学校化へ向けて？」ということからすでに暗示されていた。しかしながら、その方向性は
明示されていたわけではない。この点でも、今回の来日公演は、その方向性が具体的に示された
意義もあろう。
　Ⅲ．二つのレベルの批判的思考（理解） 
　これまでの整理を踏まえると、まず二つのことを確認しておくべきだろう。第一に、確かに
バッキンガムはマスターマンとの論争において、マスターマンが強調する「メディアに対する
批判的思考（理解）」の単純性を批判した。しかしながら、彼もまた「メディアに対する批判的
思考（理解）」を強調している。その証拠に、『メディア教育』の章構成は、第7章「批判的にな
る」、第8章「クリエイティブになる」である。双方に優劣はない。むしろ、バッキンガムにとっ
て、マスターマンとの論争は、「批判的になること」と「クリエイティブになること」がメディ
ア教育において同列に扱われず、前者のみが強調され過ぎていることへの危惧と解釈できる。つ
まり、メディア批判／メディア制作という認識枠組みに基づき、いずれかの選択を迫ることで、
バッキンガム理論を捉えようとすることには限界がある。
　第二に、彼はまさに時代の流れに大変敏感に反応してきたということである。例えば、メディ
ア研究がカリキュラム化された時期、彼はマスターマンとの対立するスタンスから現職教員との
共同研究へシフトチェンジし、具体的な授業を構想・実践・検証している。さらに『市民を作
る』が出版された2000年は、シティズンシップ教育がイギリスにおいてカリキュラム化された
1999年の翌年である。ここには普遍的な理論構築というより、時代のニーズに応答しようする
バッキンガムのスタンスを読み取ることができる。むしろ、スタンス（考え）は一貫している。
　以上の二点を踏まえるならば、ソーシャルメディアが勃興し、それらが強大な権力を有する状
況へバッキンガムが応答することは必然のように思える。さらに、同時にその状況からソーシャ
ルメディアを含む広義のメディア概念に基づいたメディア批判を強調することも首肯できる。
　2018年2月にロンドンで行った筆者のインタビューで、「あなたのメディア教育にとって批判的
とはどういうことか」という筆者の質問に彼は次のように答えている（Buckingham 2018）。「昔
はメディアが強く、自動的にメディアからの情報を受け取ることは危険だから、メディア教育
は必要だということだった。しかし今文脈は違っている」。ここで言う文脈の違いこそ、GAFA
（Google、Apple、Facebook、Amazon）の存在ということだろう。つまり、このレベルに限定す
れば、批判の対象の変化と捉えることができる。具体的には、これまでテレビや新聞といったマ
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スメディアが批判の対象であった。しかしながら、今ではその対象にGAFAも含める必要がある
と。これはメディア産業の批判から批判する対象を広げる意味で、批判対象レベルの批判と言え
よう。これを第一レベルの批判と呼ぼう。
　しかしながら、このインタビューには続きがある。バッキンガムはその後次のように続けてい
る。「批判的であるためにも、メディアの存在が必要になっている」。どういうことだろうか。筆
者は咄嗟のことで質問を投げかけることができなかった。ただ、次のような記号学者石田英敬の
見解を参照すれば、その意味はより具体化できる。石田は次のように述べている。「メディア・
リテラシーの主張は往々にして適切な教育によってメディアを活用する知識があれば人々は、
人にやさしいメディア生態系をつくれると考える傾向があるように思います。また人々の生活
を皆で考えて自覚的なりデザインして設計していけば状況を変えることができるだろうと考え
ています。つまりこれは、社会的なプラクティス（実践）で対応しようとする考えです」（石田 
2016:170）。もちろん、石田はこれに続けて、これでは不十分であると唱えている。今日では、
「テクノロジーの文字を書き取り、読むことができる装置を作る必要がある。それにはテクノロ
ジーの文字を使う」（石田 2016:171）。具体的には人間の目では1コマずつチェックすることはで
きないけれども、コンピュータを使って、「ユーザー・サイドにもテクノロジーの文字を読み解
き、クリティーク（批評）できる可能性」を拓くというわけである。
　GAFAの問題は、まさにこのレベルの批判を私たちに突きつけているのではないだろうか。
バッキンガムは法政大学での講演後、同様の内容を広島大学でも講演し、そこで「批判的理解」
について問われ、次のように答えている。メディア飽和にある現代社会において、メディアに批
判的であれというのは「魚に対して水に、人間に対して空気に自覚的であれ」というくらい困難
である。言い換えれば、今やGAFAの存在は私たちにとっての言語にも近接した存在である。私
たちは言語で他者へ意思や情報を伝達すると同時に、言語の中で思考し、認識している。極論す
れば、GAFAもまた言語同様に、私たちの思考枠組みとなっている。これが第二レベル、つまり
思考枠組みレベルの批判である。現在バッキンガムは、単なるメディア産業への批判（第一レベ
ルの批判）だけでなく、まさに思考枠組みに作用するメディアへの批判（第二レベルの批判）を
求めているのではないか。
　このように考えれば、バッキンガムはメディアの状況が変わり、考えも変わって旧来のメディ
ア産業批判へ転向したと考えることは早計だろう。今やメディアは私たちが「おかしい」「変だ」
と思考すること自体を構築している。Google検索に入力する言葉自体が、Googleによって規定さ
れ、私たちの視野を決定づけているのはその典型だろう。バッキンガムが挑戦しようとしている
ソーシャルメディア時代のメディア教育は、私たちの認識をより深く思考枠組みレベルで規定す
るメディアへの批判と言えるのではなかろうか。
　──────────────
（1）この論争については以下を参照（Buckingham 1986/ Masterman 1986/ 時津 2017）。
（2）モーゲンサーラによるインタビューは以下を参照（Buckingham 2010/ Masterman 2010）。
（3）バッキンガムによるオーディエンス研究の成果としては以下を参照（Buckingham 1987）。
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（4）バッキンガムが学校教育において行ったメディア制作の教育については以下を参照（Buckingham,Fraser 
and Mayman 1990/ Buckingham and Sefton-Green 1994）。
（5）以下を参照（Buckingham 2011/2013）
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